
 

1 はじめに 

平成 28 年度に実施した企業ニーズ調査の結果から

平成 29 年度には,データベースと Web アプリケーシ

ョンとの連携技術を学生に習得させるべきと考え,2 年

次 3Qに実施する「ソフトウェア設計実習Ⅱ」(6単位 

96 時間)にて,Java 言語および C#言語により習得させ

ることとした. 

また,これらの知識・技術の向上は,学生が類似する

テーマの卒業制作・研究を行う際の作業初期のつまず

きをなくし,作品の完成度の向上にもつながる. 

本研究では,「ソフトウェア設計実習Ⅱ」において,

前年度に制作した教材に加筆修正を加えたものを,実

際に授業で運用し,結果の検証を行う. 

2 カリキュラムの構成 

前年度検討したカリキュラムでは,Java言語と C#言

語のいずれかを選択することとしたが,それぞれの言

語でのデータベースプログラミングのアプローチの違

いを理解することが,今後の技術者としてのスキル向

上につながると判断し,両言語によるデータベースプ

ログラミングの学習を 3単位(48時間)ずつ行うことと

した. 

2.1 Java言語によるデータベース操作 

2.1.1 クライアント/サーバーモデル 

MariaDBサーバーに標準クライアントプログラム

から接続し,SQL文を発行する一連の流れを演習し

た後,MariaDBサーバーをインストールし接続アカウ

ントの作成や権限の付与,削除について行った. 

2.1.2 JDBCプログラミング(参照系SQL文の発行) 

Java言語からデータベースに接続し,参照系 SQL文

を発行したのち,処理結果を取り出す手順について学

習した. 

2.1.3 JDBCプログラミング(更新系SQL文の発行) 

レコードの挿入や削除,更新処理をユーザー管理機

能の実装を題材に演習した. 

2.1.4 SQLインジェクションの抑止と暗号化 

データベースプログラミングを行う上で考慮しなけ

ればならないセキュリティーについて学習した. 

2.1.5 WebアプリケーションとMVCモデル 

業務システムは,Web アプリケーションで開発され

る場合が多々ある.Java言語でWebアプリケーション 

 

 

の開発を行う際は,Web アプリケーションフレームワ

ークを用いるのが一般的である. 

ここでは,各種フレームワークの基本となるMVCモ

デルについて学習した. 

2.2 C#言語によるデータベース操作 

2.2.1 C#言語の特徴的な機能 

C++言語または Java 言語を習得していることを前

提に、C＃言語ならではの機能を紹介し小さなサンプ

ルプログラムを実行して内容を確認した. 

特に LINQ がデータベース操作のポイントとなる

部分であるので,細かく解説している. 

2.2.2 SQLサーバーの設定とデータ構築 

Visual Studioからデータベースサーバーのテーブル

を操作し,プログラムからデータの参照,追加,削除を行

った. 

2.2.3 Windowsアプリケーションプログラミング 

Java 言語のみを習得した学生を考慮し,C#言語での

Windows プログラミング,特にイベントの概念等を解

説し,実際に動作確認した. 

2.2.4  データベースを操作するWindowsアプリケーシ

ョン 

2.2.2項と 2.2.3項を合わせ、データベースからデー

タを取得したり、追加したりできる Windows アプリ

ケーションを作成した. 

2.2.5  VSTOとExcel 

VSTO(Visual Studio Tools for Office)を用いることで

Excel を C＃言語で操ることができる.その導入部分を

解説し,実習した. 

3 作成教材の工夫 

教材は,すべて Web 形式にしており,ブラウザーを使

用して閲覧することができる.画面の縦半分程度占有

することを想定したレイアウトになっている. 

また,JavaScript により次のような機能を持たせ特別

なサーバーを必要とせず学生が自宅でも学習できるよ

うにした. 

・パンくずリストの自動生成 

・問題の解答照合（複数の正解判定も可能） 

・図形の拡大（クリックで拡大縮小を繰り返し） 
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4 卒業研究への反映 

学生がこの授業内容を卒業研究にどの程度活かした

かについてまとめたところ次のとおりであった. 

 

  研究数 活用数 

Java言語 7 7 

データベース操作(内数) 3 3 

C#言語 9 9 

データベース操作(内数) 3 2 

                                                                                         全体数31名 

4.1 Java言語によるデータベース操作 

教材で用いたサーバーのインストール作業や,ユー

ザー管理機能の課題の実装は,3 件すべてに反映されて

いた.また,SQL インジェクションの抑止と暗号化につ

いても,3 件すべてに実装されていた.このことは,昨年

度にはなかったことである. 

4.2 C#言語によるデータベース操作 

C＃言語のデータベース操作の活用数が 1 人少ない

原因として,C#言語の授業が始まる前にプログラミン

グを始めた為,独自の方法によりデータベースにアク

セスした学生がいたことによる.提示時期の検討が必

要と考える. 

 

 

 

5 検討事項 

5.1 学生のスキルに沿った演習課題の充実(Java言語) 

今回の実習を通じて,理解が進んでいる学生と遅れ

ている学生との差を埋める方策が必要であると感じた.

作業の手が止まることなく段階的に理解できるような

課題の充実が必要である. 

また,Servletを用いた Webアプリケーションについ

ては,紹介に留まってしまった.この部分を充実させた

い. 

5.2  Excel関連の授業(C#言語) 

卒業研究で Excel を題材に選択する学生は VBA と

の組み合わせを選択し,VSTO を利用する者はいなか

った.来年度はこの部分を減らし,今年度,学生 3 人が研

究対象としたASP .Net を加えたい. 

6 実習環境 

次の環境で実習を行った． 

6.1 Java言語 

・ハードウェア  PC/AT互換機 

・OS       Windows7 Professional 

・ソフトウェア  Eclipse 4.6 Neon (Java) 

・データベース  MariaDB 

6.2 C#言語 

・ハードウェア  PC/AT互換機 

・OS       Windows7 Professional 

・ソフトウェア  Visual Studio 2015 C#.NET 

  Excel 2013 

・データベース  SQL Server 2014 

7 おわりに 

今回作成した教材は,卒業研究時にも活用されたこ

とから,卒業研究作業の初期のつまずき解消に寄与す

ることができたと感じている. 

今後の課題は,C#言語が学生にとって初めて学習す

る言語であるため,Java 言語との入れ替え等,その実施

時期について再度検討する必要がある. 
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